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	【これからの取り組み】��これまでスーパーグローバルコース数学系ユニットとして行ってきた事業は2024年度より理学研究科内の取組みとしてスーパーグローバルコース（数学分野）として継続されます。�海外研究者との共同学位指導体制を軸としたコースとなり、これまで同様に海外研究者を副指導教員とし※、きめ細やかな指導によって高度の研究能力を養うことができるようになります。�また、同じく2024年4月から「数学・数理科学イノベーション人材育成強化コース」を提供し、当コースは学部を超えて数学の幅広い視野を備えた人材の育成や高度な技量を備えた国際人の育成を目的とします。��スーパーグローバルコース（数学分野）と「数学・数理科学イノベーション人材育成強化コース」の連携した取り組みにより更なる進化を進め、学生が国際性と研究能力を高めていける環境を整えてまいります。�なお、コースの詳細はホームページをご覧いただき、両コースの参加をお待ちしております。���※対象の研究者には、理学の手続きを経て「特別招へい教員」もしくは「連携教員」の称号を付与して副指導教員となり共同学位指導を行う。�
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